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史
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の
概
要
紹
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古
宇
田 

亮 
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当
研
究
所
で
は
、
昨
年
度
よ
り
社
会
福
祉
法
人
錦
華
学
院
に
所
蔵
さ
れ
る
東
京
感
化
院
時
代
の
史
料
の
翻
刻
公
開
を
昨
年
度
よ
り

開
始
し
た
。
本
号
は
そ
の
二
冊
目
に
当
た
る
。
本
年
の
翻
刻
作
業
に
つ
い
て
も
、
昨
年
度
同
様
、
北
区
古
文
書
学
習
会
有
志
の
協
力

を
仰
い
だ
。
と
り
わ
け
齋
藤
博
会
長
、
森
谷
宏
、
長
坂
文
吉
の
三
氏
の
御
尽
力
な
く
し
て
こ
の
よ
う
な
早
期
の
公
開
は
な
し
得
な
か

っ
た
こ
と
を
銘
記
し
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
ま
た
本
号
の
編
集
・
版
下
作
成
は
、
昨
年
度
と
同
様
に
、
三
好
一
成

研
究
員
の
指
導
の
も
と
、
筆
者
な
ら
び
に
菅
田
理
一
研
究
員
が
担
当
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

本
研
究
所
で
は
、
去
る
平
成
一
六
年
（
二
〇
〇
四
）
六
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
、
三
好
一
成
を
中
心
と
し
て
錦
華
学
院
に
所
蔵

さ
れ
る
史
・
資
料
を
調
査
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
そ
の
調
査
に
お
い
て
、
錦
華
学
院
の
前
身
で
あ
り
、
日
本
で
二
番
目
の
感
化
院

で
あ
る
東
京
感
化
院
に
ま
つ
わ
る
一
次
史
料
を
多
数
発
掘
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

当
研
究
所
の
調
査
チ
ー
ム
は
、
段
ボ
ー
ル
に
し
て
十
二
箱
ほ
ど
に
収
め
ら
れ
た
全
書
類
の
調
査
を
実
施
し
た
。
こ
れ
ら
の
段
ボ
ー

ル
に
含
ま
れ
た
書
類
は
、
最
近
三
〇
年
ほ
ど
の
運
営
資
料
を
の
ぞ
く
錦
華
学
院
が
所
蔵
す
る
す
べ
て
の
史
・
資
料
と
推
測
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。
整
理
は
以
下
の
手
順
を
踏
ん
で
行
わ
れ
た
。 

（
１
）
す
べ
て
の
書
類
を
段
ボ
ー
ル
か
ら
出
し
、
東
京
感
化
院
時
代
・
錦
華
学
院
時
代
の
二
期
に
分
類
。 

（
２
）
二
期
に
分
け
ら
れ
た
史
料
を
一
部
ず
つ
、
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
整
理
票
に
記
入
。 
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（
３
）
整
理
票
と
史
料
の
表
紙
を
一
緒
に
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
て
撮
影
。 

（
４
）
整
理
票
を
新
た
な
封
筒
に
付
し
て
、
史
料
を
そ
の
封
筒
に
収
め
る
。 

（
５
）
封
筒
を
時
期
区
分
・
内
容
別
に
分
類
し
た
段
ボ
ー
ル
箱
に
あ
ら
た
め
て
納
入
。 

（
６
）
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
て
撮
影
し
た
表
紙
・
整
理
票
を
エ
ク
セ
ル
に
入
力
し
て
分
類
。 

 

こ
れ
ら
全
史
料
の
分
類
が
終
わ
っ
た
段
階
で
、
株
式
会
社
ニ
チ
マ
イ
の
協
力
を
得
て
、
錦
華
学
院
の
一
室
を
お
借
り
し
て
、
暗
室

で
の
デ
ジ
タ
ル
・
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
を
行
っ
た
。
こ
の
作
業
に
は
約
二
ヶ
月
ほ
ど
を
要
し
た
。
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
に
用
い
た
機
械
は
、
書

籍
を
開
い
た
形
で
左
右
の
高
さ
が
水
平
に
な
る
よ
う
に
調
節
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
、
書
類
を
真
上
か
ら
撮
影
す
る
た
め
の
専

用
機
器
で
あ
る
。
設
定
は
、T

iff
形
式
、4

0
0
 d

p
i

、
モ
ノ
ク
ロ
二
階
調
で
お
こ
な
い
、
こ
れ
ら
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
に
変
換
し
て
Ｃ
Ｄ

―
Ｒ
に
収
録
し
た
。
撮
影
枚
数
は
、
総
計
約
二
万
コ
マ
（
原
本
の
頁
数
に
し
て
三
万
頁
以
上
）
近
く
に
お
よ
ん
だ
。
ま
た
、
判
読
し

が
た
い
史
料
に
つ
い
て
は
、
濃
度
設
定
を
変
え
て
二
枚
撮
影
を
お
こ
な
っ
た
。 

 

な
お
入
退
院
に
関
す
る
史
料
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
、
表
題
の
み
を
確
認
す
る
だ
け
に
と
ど
め
、
内
容
の
閲
覧
・

撮
影
を
控
え
た
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
ら
は
以
下
の
統
計
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
く
。 

 

デ
ー
タ
の
総
容
量
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
に
変
換
し
た
形
で
東
京
感
化
院
時
代
が
二
、

六
七
一
Ｍ
Ｂ
、
錦
華
学
院
時
代
が
二
、

五
六
二
Ｍ
Ｂ

と
な
っ
た
。
な
お
写
真
資
料
に
関
し
て
は
、
東
京
感
化
院
時
代
の
も
の
は
発
見
で
き
ず
、
錦
華
学
院
に
な
っ
て
か
ら
の
写
真
五
〇
枚

余
り
を
撮
影
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。 

 

東
京
感
化
院
時
代
の
史
料
分
類
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
項
目
を
立
て
て
行
な
っ
た
。
（ 

）
内
は
細
分
類
。 

 

① 

開
設
者
・
高
瀬
真
卿
関
係
（
自
筆
原
稿
、
関
係
綴
り
） 

 

② 

月
報
（
東
京
感
化
院
月
報
） 
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③ 

規
則
類 

 
④ 
管
理
運
営
（
経
理
関
係
、
庶
務
関
係
、
備
品
設
備
関
係
、
理
事
会
役 

 
 

 
員
会
関
係
、
寄
付
金
関
係
） 

 

⑤ 

経
営
組
織
（
慈
善
会
関
係
、
経
営
連
絡
） 

 

⑥ 

感
化
教
育
（
感
化
教
育
内
容
、
感
化
成
績
） 

 

⑦ 

日
誌 

 

⑧ 

新
聞
資
料 

 

⑨ 

そ
の
他 

 

全
体
の
分
量
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
た
め
に
、
撮
影
画
像
の
デ
ー
タ
容
量
を

グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
が
以
下
で
あ
る
。
史
料
現
物
を
積
み
重
ね
れ
ば
以
下

の
よ
う
に
な
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
な
お
、
容
量
の
小
数
点
以
下

は
四
捨
五
入
と
し
た
。 

      

分類項目 
容量

(MB) 
%

高瀬真卿関係 94 3.52

月報 96 3.59

規則類 60 2.25

管理運営 567 21.23

経営組織 69 2.58

感化教育 238 8.91

日誌 1,490 55.78

新聞 40 1.50

その他 17 0.63

合計 2,671 100
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以
上
の
グ
ラ
フ
を
見
る
際
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
た
と
え
ば
月
報
は
全
て
活
字
史
料
の
た
め
、
す
べ
て
手
書
き
の

日
誌
に
く
ら
べ
、
同
じ
デ
ー
タ
容
量
で
も
三
～
四
倍
程
度
の
文
字
数
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
字
数
の
順
に
並

べ
れ
ば
、
お
そ
ら
く
日
誌
、
管
理
運
営
、
月
報
、
感
化
教
育
と
い
う
順
番
と
な
ろ
う
。 

 

以
上
に
示
し
た
と
お
り
、
日
誌
は
全
体
の
五
五
％
以
上
を
占
め
て
お
り
、
記
載
の
充
実
、
な
ら
び
に
保
存
状
況
の
良
さ
が
う
か
が

え
る
。
以
下
に
そ
の
リ
ス
ト
を
掲
げ
る
。
「
標
題
」
、
［
記
載
期
間
］
、
（
表
紙
を
除
い
た
）
丁
数
の
順
に
記
す
。 

 

1
「
明
治
廿
年
一
月 
日
誌 

第
三
号 

東
京
感
化
院
」
［
一
八
八
七
年
一
年
分
］
、
九
九
丁 

2
「
明
治
廿
一
年
一
月 

日
誌 
第
四
号 

東
京
感
化
院
」
［
一
八
八
八
年
一
年
分
］
、
九
九
丁 

3
「
明
治
廿
三
年
一
月 

日
誌 
東
京
感
化
院
事
務
所
」
［
一
八
九
〇
年
一
年
分
］
、
六
八
丁 

4
「
教
授
所
日
記 

明
治
廿
四
年
一
月
起
」
［
一
八
九
一
年
一
月
四
日
～
九
月
二
十
六
日
］
、
二
五
丁 

5
「
視
察
所
日
記 

明
治
廿
六
年
七
月
改
」
［
一
八
九
三
年
七
月
一
日
～
同
年
末
］
、
一
二
七
丁 

6
「
明
治
廿
七
年
一
月
改 

監
督
所
日
誌 

監
督
所
」
［
一
八
九
四
年
元
日
～
四
月
三
十
日
］
、
九
〇
丁 

7
「
明
治
廿
八
年 

日
誌
簿 

東
京
感
化
院
々
司
」
［
一
八
九
五
年
一
年
分
］
、
一
三
八
丁 

8
「
明
治
廿
八
年
八
月
起 

日
記 

幼
年
家
族
」
［
一
八
九
五
年
八
月
二
十
六
日
～
同
年
末
］
、
四
六
丁 

9
「
明
治
廿
九
年 

日
誌
簿 

東
京
感
化
院
院
司
」
［
一
八
九
六
年
一
年
分
］
、
九
七
丁 

10
「
明
治
廿
九
年
第
一
月
起 

日
記 

幼
年
家
族
」
［
一
八
九
六
年
一
年
分
］
、
九
九
丁 

11
「
明
治
三
十
年
一
月 

監
督
所
日
記
」
［
一
八
九
七
年
元
旦
～
八
月
三
十
一
日
］
、
一
〇
〇
丁 

12
「
明
治
三
十
年
一
月
起 

少
年
家
族
の
誌 

族
長
用
」
［
一
八
九
七
年
元
日
～
十
一
月
三
十
日
］
、
一
一
五
丁 
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13
「
明
治
三
十
一
年
一
月 

教
務
科
日
記
」
［
一
八
九
八
年
一
年
分
］
、
一
三
〇
丁 

14
「
明
治
三
十
一
年
一
月
起 

日
誌
簿 

保
存 

東
京
感
化
院
」
［
一
八
九
八
年
元
日
～
十
二
月
十
八
日
］
、
一
二
四
丁 

15
「
明
治
三
十
二
年
一
月
起 

日
記 

教
務
科
」
［
一
八
九
九
年
一
年
分
］
、
一
一
七
丁 

16
「
明
治
三
十
二
年
一
月
起 

日
誌 

東
京
感
化
院
」
［
一
八
九
九
年
一
年
分
］
、
一
一
七
丁 

17
「
明
治
三
十
三
年
一
月
起 

日
記 

教
務
科
」
［
一
九
〇
〇
年
一
月
十
日
～
同
年
末
］
、
一
一
八
丁 

18
「
明
治
三
十
四
年
一
月
起 

日
記 

教
務
科
」
［
一
九
〇
一
年
一
年
分
］
、
一
五
九
丁 

19
「
明
治
三
十
四
年
一
月
起 

当
直
日
誌 

東
京
感
化
院
」
［
一
九
〇
一
年
元
日
～
〇
四
年
一
月
三
日
］
、
六
二
丁 

20
「
明
治
三
十
五
年
一
月
起 
日
誌 

庶
務
科
」
（
表
紙
の
み
） 

21
「
明
治
三
十
六
年
度 

日
記 
教
務
課
」
［
一
九
〇
三
年
一
年
分
］
、
九
九
丁 

22
「
明
治
三
十
七
年
一
月 

明
治
三
十
八
年
一
月
度 

日
誌 

庶
務
課
」
［
一
九
〇
四
年
元
日
～
〇
五
年
十
二
月
二
十
八
日
］
、

一
五
一
丁 

23
「
明
治
三
十
七
年
度 

同
三
十
八
年
度 

日
誌 

教
務
課
」
［
一
九
〇
四
年
元
日
～
〇
五
年
末
］
、
一
三
二
丁 

24
「
明
治
三
拾
八
年
一
月
起 

日
誌 

第
壱
号
」
［
一
九
〇
五
年
元
日
～
十
月
十
四
日
］
、
二
一
四
丁 

25
「
明
治
三
十
八
年
十
月
起 

日
誌 

第
弐
号 

家
族
」
［
一
九
〇
五
年
十
月
十
五
日
～
〇
六
年
一
月
二
十
二
日
］
、
七
一
丁 

26
「
明
治
三
十
九
年
度 

日
記 

教
務
課
」
［
一
九
〇
六
年
元
日
～
五
月
三
十
一
日
］
、
二
五
丁 

27
「
明
治
三
十
九
年
度 

日
誌 

庶
務
課
」
［
一
九
〇
六
年
一
月
一
日
～
〇
七
年
七
月
三
十
一
日
］
、
一
三
六
丁 

28
「
明
治
三
十
九
年
十
一
月
起 

日
誌 

弐
号 

家
族
寮
」
［
一
九
〇
六
年
十
一
月
十
二
日
～
〇
七
年
一
月
八
日
］
、
五
〇
丁 

29
「
明
治
四
拾
年
四
月
一
日
以
降
～
仝
四
十
一
年
十
二
月
終 

教
務
日
誌 
教
務
課
」
［
一
九
〇
七
年
四
月
一
日
～
〇
八
年
十
二
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月
三
十
一
日
］
、
一
八
五
丁 

30
「
明
治
四
拾
壱
年 

日
誌 

家
族
」
［
一
九
〇
八
年
一
年
分
］
、
二
六
一
丁 

31
「
明
治
四
十
二
年 

日
誌 

東
京
感
化
院
」
［
一
九
〇
九
年
元
日
～
十
二
月
二
十
九
日
］
、
九
五
丁 

32
「
明
治
四
十
二
年 

日
誌 

家
族
」
［
一
九
〇
九
年
一
年
分
］
、
二
七
〇
丁 

33
「
明
治
四
十
三
年
度 

日
誌 

東
京
感
化
院
」
［
一
九
一
〇
年
元
日
～
十
二
月
十
二
日
］
、
八
四
丁 

34
「
明
治
四
十
三
年 
日
誌 

一
月
起 

家
族
」
［
一
九
一
〇
年
一
年
分
］
、
二
八
〇
丁 

35
「
明
治
四
拾
四
年 
日
誌 

東
京
感
化
院
」
［
一
九
一
一
年
元
日
～
十
二
月
二
日
］
、
八
九
丁 

36
「
明
治
四
十
四
年 

一
月
記 
日
誌 

自
明
治
四
十
四
年
一
月
～
至
同
四
十
五
年
四
月
三
十
日 

家
族
寮
」
［
一
九
一
一
年
元

日
～
一
二
年
四
月
三
十
日
］
、
二
六
二
丁 

37
「
明
治
四
十
五
年
五
月
起 

日
誌 
自
大
正
元
年
八
月 

至
同
二
年
一
月 

第
二
号 

家
族
寮
」
［
一
九
一
二
年
五
月
一
日
～

一
三
年
一
月
十
二
日
］
、
一
六
三
丁 

38
「
（
標
題
な
し
。
「
日
誌 

大
正
六
～
七
年
」
と
い
う
付
箋
あ
り
）
」
［
一
九
一
七
年
八
月
二
十
六
日
～
一
八
年
十
月
二
日
］
、

九
七
丁 

39
「
大
正
十
二
年
度 

日
誌 

財
団
法
人
東
京
感
化
院
」
［
一
九
二
三
年
元
日
～
二
四
年
六
月
三
十
日
］
、
一
〇
〇
丁 

  

以
上
の
う
ち
、
20
は
表
紙
の
み
で
あ
る
の
で
、
現
存
す
る
東
京
感
化
院
日
誌
は
、
計
三
八
冊
と
な
る
。
本
号
で
は
こ
の
う
ち
、

昨
年
度
に
公
開
し
た
日
誌
史
料
（
１
～
４
）
に
続
く
時
期
の
日
誌
類
（
５
～
10
）
を
引
き
続
き
公
開
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

個
々
の
史
料
に
ふ
れ
る
前
に
、
本
施
設
の
所
在
地
な
ら
び
に
名
称
の
変
遷
を
確
認
し
て
お
く
。 
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①
東
京
府
本
郷
区
湯
島
両
門
町 

称
仰
院
内
、
現
・
文
京
区
湯
島
四
丁
目
で
上
野
・
不
忍
池
沿
い
池
之
端
東
天
紅
の
裏
手 

 
 

［
所
在
時
期 

明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
十
月
～
明
治
二
十
二
年
七
月
］ 

 

②
東
京
市
本
郷
駒
込
曙
町
一
三 

旧
相
馬
藩
邸
借
地
、
現
・
文
京
区
本
駒
込
一
丁
目
辺
り 

 
 

［
所
在
時
期 

明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
八
月
～
明
治
二
十
六
年
十
一
月
］ 

 

③
東
京
府
南
豊
島
郡
渋
谷
村
元
下
渋
谷
南
豊
島
御
料
地
内
字
羽
澤
、
現
・
渋
谷
区
広
尾
三
丁
目
七
番
地
、
東
京
女
学
館
辺
り 

 
 

［
所
在
時
期 
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
十
一
月
～
大
正
十
三
年
七
月
］ 

 

④
東
京
府
北
豊
島
郡
上
板
橋
村
二
二
五
六
、
現
・
練
馬
区
小
竹
町
一
―
六
〇
―
八 

 
 

［
所
在
時
期 

大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
年
）
八
月
（
建
築
落
成
）
～
］
（
同
年
四
月
二
十
四
日
に
宮
内
省
よ
り
土
地
下
賜
） 

 

ま
た
、
こ
の
間
に
名
称
も
「
私
立
予
備
感
化
院
」
（
明
治
十
八
年
十
～
十
二
月
）
→
「
神
宮
教
院
感
化
院
」
（
同
十
九
年
一
～
六

月
）
→
「
東
京
感
化
院
」
（
同
年
十
月
～
）
→
「
財
団
法
人
錦
華
学
院
」
（
大
正
十
三
年
六
月
～
）
→
「
社
会
福
祉
法
人
錦
華
学
院
」

（
昭
和
二
十
七
年
五
月
～
）
と
い
う
変
遷
を
経
て
い
る
。 

 〈
史
料
７
〉 

視
察
所
日
記
（
明
治
二
十
六
年
七
月
改
） 

 

一
二
七
丁
か
ら
な
る
和
綴
じ
本
で
あ
り
、
一
頁
に
一
二
行
記
載
で
き
る
罫
線
が
引
か
れ
て
い
る
。
記
載
期
間
は
明
治
二
十
六
年
七

月
一
日
か
ら
同
年
末
日
ま
で
で
あ
る
。
七
月
二
十
三
日
、
九
月
十
日
、
同
十
二
日
に
高
瀬
真
卿
院
長
に
よ
る
書
込
み
が
見
ら
れ
る
。

数
名
の
筆
跡
が
見
ら
れ
る
が
、
最
も
多
く
記
載
さ
れ
て
い
る
草
書
体
の
筆
跡
は
、
錦
華
学
院
に
保
存
さ
れ
て
い
た
河
村
淡
江
の
欠
勤

届
と
同
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
氏
の
手
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
「
視
察
所
日
誌
」
と
い
う
標
題
の
と
お
り
、
院
生
の
動
向

が
事
細
か
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。 
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〈
史
料
８
〉 

監
督
所
日
誌
（
明
治
二
十
七
年
一
月
改
） 

 
九
〇
丁
か
ら
な
る
和
綴
じ
本
で
あ
り
、
一
頁
に
一
二
行
記
載
で
き
る
罫
線
が
引
か
れ
て
い
る
。
記
載
期
間
は
明
治
二
十
七
年
元
日

か
ら
四
月
三
十
日
で
あ
る
。
記
載
者
は
〈
史
料
７
〉
と
同
じ
く
河
村
淡
江
で
あ
る
。
明
治
二
十
六
年
十
一
月
三
日
、
感
化
院
移
転
に

伴
い
、
視
察
所
は
廃
止
さ
れ
、
そ
の
機
能
は
、
院
生
の
賞
罰
と
事
務
を
取
り
扱
う
監
督
所
と
、
院
生
の
視
察
を
執
り
行
う
見
張
所
と

に
分
け
て
引
き
継
が
れ
た
よ
う
で
あ
る
（
〈
史
料
７
〉
の
該
当
箇
所
参
照
）
。
内
容
的
に
は
、
〈
史
料
７
〉
の
「
視
察
所
日
記
」
の

後
継
に
当
た
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
院
生
の
動
向
が
事
細
か
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

 〈
史
料
９
〉 

日
誌
簿 

東
京
感
化
院
々
司
（
明
治
二
十
八
年
） 

 

一
三
八
丁
か
ら
な
る
和
綴
じ
本
で
あ
り
、
一
頁
に
一
二
行
記
載
で
き
る
罫
線
が
引
か
れ
て
い
る
。
記
載
期
間
は
明
治
二
十
八
年
一

年
分
で
あ
る
。
こ
の
史
料
の
表
紙
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
東
京
感
化
院
々
司
」
に
つ
い
て
は
、
〈
史
料
７
〉
「
視
察
所
日
記
」
に
よ

れ
ば
、
明
治
二
十
六
年
十
一
月
三
日
、
感
化
院
移
転
に
伴
う
組
織
変
更
の
掲
示
が
以
下
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

本
院
新
築
ニ
付
構
造
部
署
ニ
変
更
ニ
シ
來
候
ニ
付
院
内
部
署
左
ノ
通
り
改
ム 

 
 

明
治
廿
六
年
十
一
月
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

院
長 

 
 

 

院
司 

 
 

 

従
来
主
教
部
及
事
務
所
ニ
テ
取
扱
候
院
務
ハ
総
テ
本
司
ニ
テ
掌
理
ス 

 

（
以
下
省
略
） 

 

本
史
料
の
記
載
者
は
岡
西
閑
亭
と
推
測
さ
れ
る
。
昨
年
翻
刻
を
公
開
し
た
「
明
治
廿
三
年
一
月 

日
誌 

東
京
感
化
院
事
務
所
」

に
よ
る
と
、
岡
西
閑
亭
（
当
時
監
察
）
は
明
治
二
十
三
年
四
月
十
日
に
書
記
兼
務
を
委
嘱
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
日
以
降
筆
跡
が
変
わ

っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
筆
跡
は
岡
西
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
と
比
較
し
て
も
、
非
常
に
共
通
点
が
多
く
、
同
一
人
に
よ
る
も
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の
と
判
断
で
き
よ
う
。
内
容
は
、
来
院
者
の
対
応
、
入
退
院
の
申
請
対
応
、
外
部
連
絡
、
職
員
の
任
免
、
送
付
・
受
領
物
品
の
管
理
、

等
々
で
あ
り
、
感
化
院
の
運
営
に
関
す
る
事
項
一
般
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

 〈
史
料
10
〉 
日
記 

幼
年
家
族
（
明
治
二
十
八
年
八
月
起
） 

 

四
六
丁
か
ら
な
る
和
綴
じ
本
で
あ
り
、
四
四
丁
に
記
載
が
あ
る
。
ま
た
一
頁
に
一
二
行
記
載
で
き
る
罫
線
が
引
か
れ
て
い
る
。
記

載
期
間
は
明
治
二
十
八
年
八
月
二
十
六
日
か
ら
同
年
十
二
月
三
十
一
日
で
あ
る
。 

 

こ
の
年
の
幼
年
家
族
に
お
い
て
は
、
小
林
紫
峯
、
芦
谷
曽
軒
、
高
瀬
皐
村
が
交
代
で
当
直
を
勤
め
て
い
る
。
小
林
紫
峯
は
常
勤
と

し
て
ほ
ぼ
毎
日
出
勤
し
て
い
る
。
記
載
者
は
筆
跡
か
ら
一
人
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
常
勤
の
小
林
紫
峯
と
推
測
さ
れ
る
。 

 〈
史
料
11
〉 

日
誌
簿 

東
京
感
化
院
院
司
（
明
治
二
十
九
年
） 

 

九
七
丁
か
ら
な
る
和
綴
じ
本
で
あ
る
。
ま
た
一
頁
に
一
二
行
記
載
で
き
る
罫
線
が
引
か
れ
て
い
る
。
記
載
期
間
は
明
治
二
十
九
年

一
年
分
で
あ
る
。
こ
の
年
の
記
載
者
は
書
記
の
近
藤
奏
水
と
推
測
さ
れ
る
が
、
確
証
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
ほ
ぼ
全
日
に
掌
事
・
岡

西
閑
亭
の
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
〈
史
料
９
〉
と
同
じ
く
、
表
紙
に
「
東
京
感
化
院
院
司
」
と
あ
る
の
で
、
感
化
院
運
営
に
関
す
る

事
項
一
般
の
記
録
と
考
え
ら
れ
る
。 

 〈
史
料
12
〉 

日
記 

幼
年
家
族
（
明
治
二
十
九
年
第
一
月
） 

 

九
九
丁
か
ら
な
る
和
綴
じ
本
で
あ
り
、
九
七
丁
に
記
載
が
あ
る
。
ま
た
一
頁
に
一
二
行
記
載
で
き
る
罫
線
が
引
か
れ
て
い
る
。
記

載
期
間
は
明
治
二
十
九
年
一
年
分
で
あ
る
。
こ
の
年
の
幼
年
家
族
に
お
い
て
は
、
小
林
紫
峯
、
芦
谷
曽
軒
、
高
瀬
皐
村
が
交
代
で
二
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人
ず
つ
当
直
を
勤
め
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
小
林
紫
峯
は
常
勤
と
し
て
ほ
ぼ
毎
日
出
勤
し
て
い
る
。
前
年
の
『
日
記 

幼
年
家
族
（
明

治
二
十
八
年
八
月
起
）
』
〈
史
料
10
〉
と
同
じ
筆
跡
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
常
勤
の
小
林
紫
峯
の
手
に
な
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

（
当
研
究
所 

主
任
研
究
員
） 
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